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論集第3号　（1990年）

パソジャーブ協会に於けるウルドゥー詩刷新の試み（II）

松 村 耕 光

The　Anju搬an－e　Panjab　and　Its　E紅orts乞o　Refo㎜Urdu　Poetry（II）

Takamitsu　MATSUMURA

Muhammad　Husa1n　Azad，　one　of　the　important　fiqures　of　Urdu｝iterature，　was

born　and　educated　in　Delhi．　His　father，Muhammad　Baqir，　was　a　famous　pioneer

of　Urdu　journalism．

Like　other　in　people圭n　Di｝hi，Azad　suf飴red　seriously　from重he“工ndian　Mutiny”

in　1857．　His　father　was　arrested　and　sentenced　to　death，　probably　on　the　charge　of

treason．　Azad　fled　from　the　destroyed　capi亀al　and　finally　se亀tled　in　Lahore　after

several　years，　flight．

　In　Lahore，　Azad　entered　the　servi（）e　of　the　Education　Department，　Panjab　a且d

then，　became　a　member　o負he　Anjuman－e　Panjab，　in　which　he　made　speeches

propos重ng　changes呈n　socia1，　ecOnOm三c　and　other　crucial　problems　Of　the　Panjab．

His　speeches　were　applauded　by　audiences　and　British　officials，　and　he　began　to

be　considered　as　a　leading　social　reformist　and　preacher　of　the　Enlightenment　in

the　Panjab．

　　Azad’snew　visio漁on　Urdu　poetry　was　formed　in　the玉ate　1860s　and　fu玉1y

naanifested　on　19　April，1874　when　he　made　the　famous　speech　advocating　a　new

kind　of　Urdu　poetry．

　王nthis　sppeech，　Azad　dec圭ared　that　the　age　of　Persian　had　been　replaced　by　the

age　of　English，　and　he　eagerly　emphasized　the　necessity　of　studying　English

literature　to　renew　Urdu　poetry．　But　it　would　be　misleading　to　say　that　Azad　was

asimple－minded　Anglicist．

Th1s　is　the　seco且d　chapter　of　our　study　on　the　new　movement　in　Urdu　pOe宅ry　led

by　Azad．

　The　contents　are　as　follows：
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Chapter　2　Muhammad　Husain　Azad

　（1）L鍾eand　works　o｛Azad

　（2）Azad　and　the　Anjuman－e　Panjab

　　（3）　Azad’sv圭s圭on　on　literature

　　　　1）Before　1874

　　　　2）Azad’s　speech　of　19　Apd1，1874

第2章ムハンマド・フサイン・アーザード

（1）アーザードの生涯と著作

　ムハソマド・フサイソ・アーザード（アーザードは「自由な」という意味の雅号）は、1830年

6月10日、デリーに生まれた。アーザードの祖先は、イラソ人で、ムガル皇帝、シャー・アーラ

ムII世（在位1759－1806年）の時にイラソからイソドへ移住してきたと書われている。

　アーザードの父ムハソマド・バーキル（M面a興nad　Baqir）々ま、近代ウルドゥー・ジャーナ

リズム史上、きわめて著名な人物である。1836年に、彼は、ilデリー・ウルドゥー・アクバール戯

（Delhi　Urd亘Akhbar）という薪聞を発行したが、これは、北イソドで最初のウルドゥー語の

薪聞であったω。

　アーザードの父ムハソマド・バーキルは、西欧の学問を教育するため、1825年、イギリスによ

り設立されたデリー・カレッジに学び、卒業後、1828年から1834年まで、カレッジで教鞭をとっ

た。何を教えていたのかは不明である（2）。その後、官職に就き、郡長（tahsildar）にまでなる

が、汚職の科で辞職させられたと言われている。

　アーザードもまた、初等教育を受けた後、1840年代後半に、デリー・カレッジに入学している③。

何学科に入学したかは不明であるが、ファッルキーは、いくつかの理由から、アラビア語学科で

はなかったかと推測している（4）。

　在学中からアーザードの文章力や知識は格当のものであったらしく、1848－1849年次、

1849－1850年次とウルドゥー語による論文審査で2回、優等になっている。最初の論文について、

カレッジ校長は、次のように称賛している。

　「数多くの情報が、この論文には、カリキュラムに含まれていない書物から採り入れられてい

る。その理由は、この学生は、『デリー・ガゼット』、或は、『デリー・ウルドゥー・アクバー

ル』と関係があり、そのため、ウルドゥーの新聞を読む習慣があり、それらの薪聞から、非常に

多くの有益な情報を得ていたからであった。㈲」
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　最初の論文の題目は不明であるが、二番目の論文審査の題目は、「イスラームとイギリスの政

権下では国民の自由に如何なる違いがあったか」というものであった。

　1850年代前半に、アーザードはデリー・カレッジを卒業し、rデリー・ウルドo－・アクバー

ル』の仕事をするようになる。

　1857年の「インド大反乱」は、アーザードに大きな打撃を与えた。デリーがイギリス軍によっ

て再占領された際、父ムハンマド・バーキルが逮捕され、そして処刑されてしまったのである。

処刑の理由についてははっきりしたことは分からないが、ムハソマド・バーキルの家に逃げてき

た、デリー・カレッジ校長テイラーが、暴徒に殺害されてしまったことや、『デリー・ウルドゥー・

アクバール』が、ムガル皇帝を支持したことが、罪に問われたようである（6）。

　アーザードにも逮捕状が出され、必死の思いでデリーを脱出、ラックナウーへと逃走した。そ

の後、数年間、ラホールに定住するまでの問、アーザードは、マドラス、ポソペイなどにまで逃

避行を続け、各地を転々とした。

　1860年代初頭、アーザードは、ラホールの郵便局職員となり、1862年か1864年に、パンジャー

ブ州教育局に入局することになった。パソジャーブ協会が設立されたのは、ちょうどアーザード

の生活が一応の安定を見た時期であった。

　1865年1月21臼に設立されたパソジャーブ協会に、アーザードは積極的に参加し、1867年には、

協会の書記となっている。　（アーザードとパンジャrブ協会の関係については、次節で詳しく検

討する。）

　パソジャーブ協会に参加し、活勤を開始しようとした矢先、アーザードは、パンジャーブ州政

府より危険な仕事を命令される。ロシアの動向を探るため、中央アジアにスパイとして赴け、と

いうのである。パソジャーブ協会設立集会の議長を務めたパソディット・マソ・プールを隊長と

する、総勢閥名のスパイの中の一人にアーザードは選ばれたのであった。

　1865年7月、アーザードは、避暑地マリー一に行き、そこで州政府より詳しい指示を受け、中央

アジアへと向かった。9月17霞にカーブルに到着、その後、ブハラ、サマルカソド、タシュケソ

ト、トルキスターン、バダクシャーソと回り、カーフィリスターソを経てペシャーワルに到着し

たのは1866年11月7Hのことであった（7）。それから、アーザードは、カルカッタへ旅行、1867

年初頭、ラホールに戻り、1867年3月13日のパンジャープ協会の集会に出席して、帰国報告、3

月27日に、ライトナーによってパソジャーブ協会書記に推挙され、活発な活動を開始する。

　1868年6月、アーザードは、協会書記を辞任し、再び、パソジャーブ教育局の職に就き（8＞、

教科書の編纂、政府の新聞の編集に携わる（9）。

　この頃のアーザードの重要な著作として、教科書の他、『イソド物語（第二部）』　（Qisa§－e

Hind）がある（10）。これは、ガズニー朝の誕生から、ナーディル・シャーの侵攻までの時代の歴

史上有名な様々な人物に関するもので、1868年3月31日、パソジャーブ教育局長ホルロイ5“がウ

ルドゥー語の著作物のコソクールを翌年3月31日に行なう、と宣雷したのに応じて執筆されたも
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のと推定されている。このコンクールでは、一般文法、ペルシャ文法、イソド史、インド偉人伝、

ユークリッドの翻訳が審査の対象とされ、簡明な書葉を用い、ペルシャ語系の単語を出来るだけ

避けるように指示されていた。アーザードは、『イソド物語（第二部）』の他、ペルシャ文法も

執筆し、これにより200ルピーの報奨金を獲得している。『インド物語（第二部）』がコンクー

ルでどのように評価されたかは不明である。1882年に出版されたようである。

　『インド物語（第二部）』以前にも、アーザードが、本を書いていたことが知られている。一

番最初に書かれたのは、『無欠の鏡』　（兀‘inah－e　＄ihhad861年）で、出版はされず、現在では

原稿も残っていないが、女子の教育を目的としたものであったようである。

　1864年頃には、r忠告の耳錨り』　（Na§斑at　ka　karan　phal）が執筆された。これは女子教育

の必要を説く物語で、アーザードの死の3年前（1907年）に出版されたという（11）。現在は入手

困難で、筆者は未見である。

　女子教育の振興は、当時の教育局が力を入れていたことの一つであり、以上の二作晶から、アー

ザードがパソジャーブ州教育局入局前後に、教育局の意に適うように努力していたことが分かる。

　1869年頃、アーザードは、女児の間引きの悪習の除去のキャソペーソの一環として、パソジャー

ブ州政府が企画した論文コンクールにも論文を捷出し、優等となって報奨金を獲得している。こ

の論文は現在は残っておらず、パンジャーブ協会の雑誌の1869年4月号に掲載された要約だけが

残っている（12）。1860年代のアーザードは、以上のように、パソジャーブ州教育局やパソジャー

ブ州政府の政策や方針を忠実に実践しようとし、州政府主催の教科書や論文のコンクールには積

極的に参加して自己の才能を認めさせようとしていたのであった。

　1869年、ガヴァメソト・カレッジのアラビア語教官が病気で休暇を取ったため、アーザードは代

講を命じられた。翌年、この教官が死去したため、アーザ～ドは専任のアラビア語教官に任じられた。

　1870年代のアーザードの活動の中で最も重要なのは、言うまでもなく1874年から1875年にかけ

ての、パンジャーブ協会を舞台とした新詩運動の指導である。

　1870年代初頭、アーザードにとっては都合の悪いことに、アーザードはライトナーと不仲になっ

ている。ファッルキーによると、両者の仲がおかしくなったのは1871年で、アーザードが編集を

任されていたパソジャーブ協会の新聞『パソジャーブのフマー鳥』　（Huma－e　Panjab）が、シ

アルコートの郵便局の不正を暴く記事を掲載したことに端を発する。これは、アーザードが編集

の任を解かれるという事態にまで至る。両者の関係は一応良くなったようであるが、さらに、こ

の年に出版された『イスラーム年代記』　（Tadhkirah－e　Sanin　al－lslam）をめぐって謬いが生

じたと推測されている（13）この本は、ジャーヒリーヤ時代からアッバース朝の滅亡に至るまでの

アラブの歴史を簡単にまとめたもので、ライトナーを著者として出版されたが、実際は、ライト

ナーが資料を提供し、アーザードが執筆を担当したようである。

　1880年、アーザードの主著と言うべきil生命の水港　（Ab－e　HayAt）が出版された。二部溝成

になっており、前半はウルドゥー語の歴史、後半はワリーからガーリブに至るまでの古典ウルドゥー
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詩の発展を、各時期の主要詩人の伝記や代表的詩句を通して、段階的に扱っている。事実関係に

多くの誤りがあり、今日では信頼するに足るウルドゥー詩史とは見倣されていないが、有名詩人

の興味深い逸話を簡潔で効果的な筆致で描いた本書は、今尚、多くの読者を持っている。

　『生命の水』は、有名なウルドゥー詩人モーミソ（Maumin）の記述を含んでおらず、これは

アーザードのシーア派的偏見によるもの、と非難されたりしたが（14）、本書を高く評価する者も

多く、初版1，050部は2年で売り切れ、パソジャーブ・ユニヴァースィティーが、本書を力婆キュ

ラムに含めたこともあって、1883年に、第二版が2，000部出版されることとなった。第二版で、

アーザードは、多くの加筆訂正を行ない、モーミソの伝記も付け加えられた（15）。

　1880年には、この『生命の水』の他に、『空想の魔術』　（Nairang“e　IWhayal）も出版されて

いる。これは、寓話集で、ムハソマド・サーディクの研究により、Johns◎n　Addison等の作品

を翻案したものであることが判明している（16）。ファッルキーによると、『空想の魔術』のいく

つかの作品は、既に、1875年からカスールの啓蒙隅体Anjuman－e　mufid－e‘五m，　Qa頭rの雑誌

に発表されているとのtとである（17）。『空想の魔術』の現行版は二部構成になっているが、

1880年に発表されたのは、ag－一一部のみであった。　『生命の水』と共に、この『空想の魔術』もユ

ニヴァースィティーのカリキュラムに加えられたので、1883年には第二版が出版されたが、これ

も第一部のみであった。第二部と共に出版されたのは、1923年のことである（18）。

　1884年、アーザードは、ガヴァメソト・カレッジのアラビア語、サンスクリット語教窟をオリ

エソタル・カレッジに移すという州政府の決定により、オリエソタル・カレッジへ移った。

　翌1885年、アーザードは、念願のイラソ旅行に出かける。9月23日、ラホールを出発、汽車で

カラチに行き、そこから海路イランへ入った。イラソ各地を旅行した後、陸路、アフガニスタン

を通ってイソドに戻る、という大旅行であった。ラホールに帰着したのは、1886年7月24日のこ

とである。

　1887年、アーザードは、ヂシャムス・ル・ウラマー」　（S｝hams　al－　‘ulania学者の太陽といっ

た意味）という称号を受けた。ザカーウッラー、ナズィール・アフマド、ハーリーといった同世

代の人達の中で、アーザードが最も早くこの称号を政府より送られている。

　アーザードの名声は頂点を極めるが、1885年頃からアーザードは正気を失い始めていた。原因

は明白ではないが、愛娘の死が大きな要濁となったようである。1890年、アーザードは、裁判所

より禁治産者の宣告を受けている。

　アーザードが正気を失ってからもいくつかの重要な著作が、周囲の者の季によって出版されて

いる。まず、1898年に、大著『アクバルの宮廷』　（DarbEr－e　Akbarl）が出版された。アーザー

ドは、ムガル皇帝アクバルを好んでいたので、アクバルとその聴代について、800ページを超す

書物を書き上げたのであった。

　1907年には、アーザードの主要著作の一つである『ペルシャの詩人』　（SuihandaB－e　Fars）

が出版されている。これは一つのまとまった著書ではなく、講演集である。二部構成になってお
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り、第一部は、言語学の紹介、サソスクリットとペルシャ語の歴史的変化や両者の共通性を扱い、

第二部は、ペルシャ語の歴史的変遷やペルシャ詩の歴史を論じたもので、ファッルキーによると、

第一部は1872年に行なわれた講演、第二部は1874年の講演である。第一部のみ、小冊子の形で、

1872年に出版されているようである。本書『ペルシャの詩人』は、アーザードの、言語に対する

深い関心を如実に示しているばかりでなく、言語というものは、社会的、地理的要因、他の文化

との接触によって変化するものである、という、アーザードの言語観が体系的に語られており、

アーザードの文学、思想を考える上できわめて重要な資料となるものである。

　アーザードは、1910年1月22日に死去したが、それから約10年後、1922年には、イランやイソ

ドのペルシャ語詩人35名の伝記とその代表的詩句を収めた『ペルシャの画廊』　（Nigaristan＿e

PArs）が出版された。執筆されたのは、1872年以前であろうと考えられている。

　アーザードが、ユ874年から1875年にかけて、パソジャーブ協会の詩会のために書いた詩やその

他の詩は、ilアーザード詩集』　（Nazm＿e死ad）に収められている。タバッスム・カーシミー

リによると、『アーザード詩集』は、1899年、ムムターズ・アリー一（Mumtaz‘AII）編集による

ものと、アーザードの息子アーガー・ムハソマド・イブラーヒーム（Ag臨Mubammad　Ibra－

him）によるものとが出版されている。前者の正式名は、『心を輝かせる詩、郷ちアーザードの

詩集』　（INazm－e　Di｝far6z　ya‘nl　Majmガah＿e　Nazm＿e　jilzad）であり、ナズム、ガザル、そし

ていくつかの詩句を含むものであった。後者には、パソジャーブ州教育局長を務めたホルnイド

への献詞が付けられており、19kO年には、ガザルやカスィーダ等を増補した第二版が出版された

（ig）Qアーガー・ターヒル（双ghaTahir）の編集による、1926年の第三版からは、ガザルやカスィー

ダ等が除かれている。

　ユ932年には、アーザードのナズム、ガザル、カスィーダを収めた『アーザーヂの酒揚毒

（駄umkadah＿e　Azad）という詩集が発行されているが、筆老未見である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウスタ　ド
　ァーザードの重要な仕事の一つに、ムガル皇帝バハードゥル・シャーH世の詩の師匠として有

名な、シャイク・ムハソマド・イブラーヒーム・ゾウク（Shaikh　Muhammad王brahim　Dh－

auq　17904854年）の詩集の編集が挙げられる。ゾウクは、アーザードの父ムハソマド・バー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウスタ　ド
キルの親しい友人であり、アーザードの詩の師匠であった（20）。アーザードはゾウクを深く敬愛

し、ゾウクの死後、その詩集を編集、出版しようとしたが、1857年の「イソド大反乱」で実現す

ることが出来なかった（21）。1888年頃、編集作業が終了、1891年、ようやく『ゾウク詩集』

（Diw翫＿e　Dhauq）が出版の運びとなったが、現在までの硫究で、アーザードが相当の改窟を

行なったことが明らかとなっている。

（2）アーザードとパンジャーブ協会

アーザードは、パソジャーブ協会創立時の会員35名の中の～人であった。当時のアーザー1；の

108



論集第3号　（1gge年）

眉書きは、パソジャーブ教育局事務主任補佐で、1857年の「イソド大反乱j、その後の逃亡生活

からようやく解放され、安定した生活を始めるようになっていた（22）。1864年12月から、アーザー

ドは、同年11月に、ガヴァメソト・カレッジの校長として着任したライトナーにウルドゥー語を教

えるようになっており、ファッルキーは、これが両者を結び付ける機縁になったと考えている（23）。

　1865年1月21βのパソジャーブ協会設立以前に、アーザードは、1861年に『無欠の鏡』、

1864年に『忠告の耳飾り』という、女子教育の本を執筆し、パソジャーブ教育局の方針に沿った

形で自己の才能を示そうとしていたから、パンジiV・一ブ州政麿の支持を得て、啓蒙活動によって

パソジャーブの文化・社会を発展させようというパソジャーブ協会の設立は、アーザードの目に

好機到来と映ったことであろうG

　アーザードは、早くも、1865年2月11臼のパソジャーブ協会第三回会合で講演を行なっている。

題目は、「イソド人の貧困の除去と繁栄の獲得」というもので、衰退した産業を再び発展させる

ために、産業家は一つの協会を設立して、紙や衣類を製造する機械を外照から輸入すべきこと、

個人間の商業を改めて、商業の組織化を図るべきこと等を訴える、パソジャーブの経済発展に関

する内容の講演であった。

　次いで2月24H、アーザードは、「イソド人は自分達の繁栄のために自分達で努力すべきであ

り、優れた機械を取り寄せるべきである。」という講演を行なったが、これも経済問題を扱った

ものであった。

　4月7日の会合でも、アーザードは、「イソド商業の発展」という、経済問題を論じる講演を

行なっている。この講演の次の結論部の一節は、この頃のアーザードの経済に対する考え方を明

瞭に示している

　「皆さんの騨の由は、鉄を金とする石。皆さんの国の土は、錬金の妙薬。皆さんの河の水は、

黄金の水。皆さんの先祖の偉業は、今Hでも歴史書を飾っています。そうなのです、手段と改革

によってそれを役立たせなければなりません。この中国の画廊は暗闇の中に置かれているのです。

外圏の人達が、それから全ての利益を取り、我々が目を閉じて坐しているのは、悲しむべきこと

です。勇気を出して下さい。勇気を出して下さい。そしてこの勇気の裳裾を手から放さないで下

さい。再びこのような晴は得られないでしょうから。このような好機の時と平和の時代を授けて

下さったことを神に感謝して下さい。政府が作って下さったこの学芸の庭に、有望な蕩木が生ま

れ、自分の祖圏がこのようなひどい状態にあるのを見ることは出来ないだろうということは、はっ

きりと確信出来るところであります。しかし、この偉大なる闘いの勝利が皆さんの名に於いて得

られるならば、何と素晴らしいことでありましょう。皆さんの名は残り、祖國の人々の役にも立

つことでありましsう。あの有望な者達にも進歩への刺激、卓越への勇気が起こることでありま

しょう。」

　「ここで、以前に述べた事柄を再び思い起こしてもらうために繰り返します。このような仕事

のためには、特に、ソサイエティー（協会）の開設、会議の開催が必要なのであります。そして、

109



パンジャーブ協会に於けるウルドゥー詩刷薪の試み（II）

元気を出して下さい。一つの集団が良い事のために勇気を出して集まる所には、神の助けが現わ

れるのです。良いですか、ボソベイの商人達は、最近、35万ルピーを集めて、イソディゴ、綿、

様々な穀物を栽培するソサイエティーを設立しました。アリーガルなどでは、同じように、綿を

紡ぐ機械が注文されました。カラチの商人達は布地の機械を注文しました。優しい両親が自分の

可愛い子供達を訓育するように、政瘤は、どうにかして我々が、自分の事は誰の助けもなしに一

人でやり遂げるような能力と高い勇気の持ち主となることを、心から望んでいるのです。神がこ

の政府をお守りになりますように、そして、その繁栄に日毎の進歩をお与えになりますように。」

　政府の援助を当てにせず、自助自立の精神を以って、共岡して産業の機械化を図ること一こ

れがアーザードの主張であった。『アーザード論文集』第1巻の解説によると、アーザードのこ

の講演は、大いに称賛され、この会合に膨席していたパソジャーブ州事務次官は、アーザードを

脇に坐らせて、称賛したということである（24）。

　ところで、アーザードは、イギリスの支配をどのように考えていたのであろうか？当時のアー

ザードの政治的見解は、1865年4月29日、パンジャーブ州知事マクレオドを迎えて開かれた会合

の席上、アーザードが行なった「インドの民に対する過去及び現在の統治者の関係」という講演

に明白に示されている。この講演は、政府と臣民との関係はどうあるべきか、という問題を論じ

たもので、イソド人の行なうべき努力について述べているだけでなく、イギリス側にも努力を求

めている点で注霞すべき講演である。即ち、この講演の中で、アーザードは、インド人は文開を

生み出すこと、誠実さや正直さ、規律、熟慮、勤勉さ、善意、協調心、簡潔な話し方、時間の尊

重といった美徳を身に付けること、逆に、身勝手、陰口、怠惰といった悪徳を捨てることが必要

であり、身は清潔に、家はきちんとしておかなければならない、などと述べ、美徳を身に付けて

統治者の心を引くようにすべきである、と説いているのであるが、このように、イソド人翻の努

力を力説する一方で、アーザードは、次のように、イギリス側にも注文をつけているのである。

　「我々は、何としてでも、学芸の発展、富の蓄積を図るでしょうが、閣下が、我々の未熟な点

に目をおつぶりにならず、恩情によって名誉をお授けにならず、膚能な人に仕事をする栄誉をお

与えにならない限りは、我々の努力は無力、尽力は無益であります。」

　「高貴なる統治者の皆様方！我々の短い手は、皆様方の高きにある裳裾にまで届きませんが、

皆様方が恩情の裳裾を広げて下さり、皆様方の援助が得られましたならば、我々は心より、こう

申し上げることが出来ます。皆様方のような統治者は地上にいないと。しかし、閣下にもまた確

信して頂きたいのですが、我々のように従順で、受容力のある臣民は、この七つの世界に得られ

ないのであります。神が、我々の忠誠を皆様方に対して、皆様方の統治者としての恩管を我々に

対して、天恵とされ続けますように。皆様方の繁栄の木影の中で、学問の進歩と身心の浄化が得

られますように。」

　以上のように、イソF人は精神、生活態度を変革してイギリス人の心を把えるようにすべきで

あり、イギリス人はイソド人に対して恩情の目を向けるべきである、というのがアーサードの主
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張で、イソド人、イギリス人双方の歩み寄りが必要であると説いているのである。アーザードの

この講演は、この会舎に繊席していたパンジャーブ州知事マクレオドを始めとするイギリス人高

官を意識していることは明白で、彼らに対するアピールといった趣がある。

　『アーザード論文集』第2巻によると、アーザードは10月3日に「教育の奨励と民衆」という

講演を行なったことになっている。これもまた、イソド人のために改革の努力を行なってくれて

いる政府の下で、政府と協力しつつ、イソド人は騒結すべきであり、知識を獲得してゆくべきで

ある、と説く内容のものである（25）。

　以上が、パソジャーブ協会が設立された1865年に、アーザードがパソジャーブ協会で行なった

講演の概要である。アーザードは、こういった講演活動の他、3月3日にはアラビァ語試験実施

委員、4月14日には教育局振興委員会委員にも選ばれている。

　アーザードが、中央アジァ探査旅行、カルカッタ旅行を終え、ラホールに戻って再びパソジャー

ブ協会の会合で講演を行なうのは、1867　4i　3月13Sのことである。カルカッタの文化的状況を伝

え、桐互協力、窃助自立の精神を以って新しい知識を獲得せよと訴えるこの講演を皮切りに、アー

ザードは、毎月、講演や講義を行なうようになる。また、3月27日の会合で、アーザードは、ラ

イトナーにより、パソジャーブ協会書記に推挙されると共に、協会の雑誌も任せられることとな

る。

　1867年にアーザードが行なった講義・講演活動は、およそ以下のようなものであった。

　「ウルドゥー語」　（4月　講演）（26）

　「財務局による書物への課税の廃止について」　（4月3日の会合での講演）

　「競売者の不正」　（4月10βの会合での講演）

　「現今の児童教育」　（協会の雑誌5月号に掲載）

　「知識獲得の本当の自的は何か」　（協会の雑誌7月号に掲載）

　「全てのことをよく考えて慎重に行なうこと」　（同上）

　「インド人の思想の堕落とその発展と勇気のための講演」　（協会の雑誌8月号に掲載）

　Y衣服」　（同上）

　「ウルドゥー詩の創始者ワリー」　（同上）

　「詩と韻文について」　（同上）（27）

　「ソウダーの師シャー・ハーティム」　（協会の雑誌9月号に掲載）

　　「ウルドゥー詩人シャー・ヒダーヤット」　（同上）

　　「有益な書物が普及していないことについて」　（同．ヒ）

　　「アブー・アリー・スィーナー」　（同上）

　　「イギリスの学問の翻訳書」　（10月26日の会合での講演）

　　「協会の図書館」　（12月7鼠の会合での講演）

　　「ラホール博物館」　（同上）
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　「現今の利子」　（協会の雑誌12月号に掲載）

　「数学等と学術用語の翻訳」　（同上）

　1868年の講演、講義の内容は、大体以下の通りである。

　「類似療法」　（協会の雑誌1月号に掲載）

　「ペルシャ語とウルドゥー語の散文について」　（協会の雑誌2月号に掲載）

　「今日の教育」　（協会の雑k，　3月号に掲載）

　「昔、イソド、アラビア、ペルシャで、文人達は学芸に於いて如何に進歩を遂げたか」（4月

　4日の会合での講演）

　「学術的で正確な学問は如何にして獲得されるか」　（4月11日の会合での講演）

　「引力について」　（4月25日の会合での講演）

　「物理学の諸問題」　（協会の雑誌4月号に掲載）

　「物理学の諸原則」　（5月9Eの会合での講演）

　「引力」（5月16日の会合での講演）

　「運動と静止」　（5月18日の会合での講演）

　「文閣の奨励と学芸の獲得」　（協会の雑誌8月号に掲載）

　アーザードは、1868年6月にパソジャーブ協会書記の職を辞し、パソジャーブ州教育局の仕事

に復帰している。教科書の編纂等の仕事に忙殺されるようになったようで、この時期以降、パン

ジャーブ協会とは疎遠になっていったものと思われる。

　1865年から1868年まで、中央アジア偵察旅行、カルカッタ旅行の時期を除いて、アーザードは、

パソジャーブ協会を舞台に、精力的な講義・講演活動を行なったが、その講義・講演活動の範囲

たるや、上記の講義、講演題馨からも推測出来るように、経済、社会、教育、科学、文学、語学

等、多岐に亘っている。アーザードと言えば、華麗な文体を駆使する文学者という印象が強いが、

パソジャーブ協会を中心として活躍していた時期のアーザードは、当時の社会的問題を様々な角

度から取り上げ、パンジャーブ社会発展の途を指し示すべく努力する社会改革者であり、西欧の

学芸を紹介L、人々を啓蒙しようとする啓蒙思想家であった。パンジャーブ協会というパンジャー

ブを代蓑する社会啓蒙団体で多面的な知的活動を展開していたアーザードは、当時のパソジャー

ブを代表する社会改革運動家、啓蒙思想家であったと言わなければならない。しかし、例えば北

西連合州のアフマド・カーソのように継続的に活動を行なわず、1868年、パンジャーブ協会から

パソジャーブ教育局へ移り、さらに、1869年にガヴァメソト・カレッジのアラビア語教官となっ

て、社会改革、社会啓蒙の活動から離れてゆき、教育や文学の方面に力を注ぐようになったこと、

そして、ウルドゥー詩史ll生命の水』を始めとする文学関係の著作が有名となったことなどによ

り、パソジャーブ協会時代のアーザードの知的活動は忘却されがちである。しかし、このパソジャー

ブ協会時代のアーザードの活動は、思想史的にも重要なものがあり、今後、当時の時代状況と関

連させつつ、正当に評価しておかなければならないであろう。
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（3）アーザードの文芸思想の展開

の　1874年の詩会以前

　1874年4月19日、パンジャーブ州教育局の指導の下で開催された、新しい詩を劇造するための

講演会で、アーザードは、新しい詩について自分の考えを述べる講演一近代ウルドゥー詩運鋤

のマニフェストとも誉うべきもの　を発表したが、アーザードの、ウルドゥー詩に関する革新

的な考え方は、突如として現われたものでもなく、また、パソジャーブ州教育局長ホルロイド等、

州政府の官僚の考えの受け売りでもなく、社会改革、社会啓蒙をその主要関心としていた1860年

代後半のアーザード自身の文芸思想の延長線上にあるものであったと言わなければならない（28）。

既に見たように、アーザードは、1865年から1868年にかけて、数多くの講演を行なったが、その

内の三つの講演、即ち、「ウルドゥー語」　（1867年4月）、「詩と韻文について」　（1867年8月）、

「ペルシャ語とウルドゥー語の散文について」（1868年2月）の三つの講演には、ウルドゥーの

詩や散文の現状に対する不満、新しいウルドゥー文学劇造についての模索が見られるのである。

　まず、1867年4月の講演「ウルドゥー語」について見てみよう。この講演は、ウルドゥー語や

ウルドゥー文学の歴史に関するもので、「現代の著作物の中では、『諸王朝の遺跡』の文体、科

学協会翻立者ナワープ・サイイド・アフマド・カーソの書葉が規範となり得ます。何故なら、雄

弁、流麗、そして気取りのないものだからであります」とアフマド・カーソの近代的散文を高く

評価している点が注昌される。さらに、この講演の中でアーザードは、過｛茨に於いてペルシャ語

の単認の合成語や曖昧な表現法等を止めようとする努力がなされたのに、それがうまくいかなかっ

た理由として、まずag－一に、ウルドゥー語は、アラビア語、ペルシャ語、ヒソディー語の混成語

であり、ペルシャ語では、曖昧な表現法が好まれていること、そして、ヒソディー語に於いては、

一つの単語が多義的であるため、曖昧な蓑現法がよく行なわれること、を挙げ、そして次のよう

に述べている一

　「まさにこの理由で、我々の詩には、単に幻想的、空想的な内容しかなく、そして、韻文や散

文の我々の歴史の本は、このために、役に立たないものなのであります。サソスクリットの本は

全て、比喩で著作されているくらいなのであります。一つの明瞭な内容を明解に表現することは、

我々の詩人達にはきわめて難しいこととなっているのであります。注意してみますならば、この

ことは、雄弁さに大きな欠点を与えるものであります。この欠陥は、大いに流布しており、今日

では、もし誰かが望んだとしてもその改善すら可能ではないでしょう。著作者の一隊をなしてき

たのは、その原則が、このことの上に打ち立てられているような人々だからです。この人達の後

に生まれた人達は、今日でも、この人達への追従を名誉あることと見倣しているのです。もっと

も、このマドラサの学生諸君に　彼等は成長しつつある著作家の苗木です一彼等にその盛衰

が示され、彼等を神が著作家とされ、そして、彼等もそのことに注意を払ったならば、まちがい
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なく、数年の後には、このことは改善されることとなり、そして、文章から、伝えたいことを持

つ人達の、本当に伝えたいことが理解されるようになるでしょう。」

　以上のようにアーザードは、過去からの伝統、及び伝統追従によって、ウルドゥー詩の内容は

曖昧であり、非現実的、そしてその内容は明解ではないと断じ、若い世代に期待をかけていたの

であった。

　次に、1967年8月の講演「詩と韻文について」を見てみよう。この講演は、誰かの指示により

行なわれたもののようで、詩というものについて、詩は散文よりも力強い、詩人は國家である、

肉体にとって食物が必要であるように、精神にとって詩が必要である、といったことから、詩の

効用、詩作に適切な季節、状態、時刻といったことまで、様々な角度から分かり易く論じている。

この講演に於いて注目されるのは、アーザードが、詩を単に技巧の問題として考えてはおらず、

詩人の内面を重視して考えている点である。アーザードは、こう述べている一

　「詩人は、その性質はきわめて有能で、受容力があり、感受性がなければなりません。表現し

ようとする状態の影響は、まず、自分の心に現われねばならないのであります。流れる水のよう

に、それに降りかかった色がその色となるのであり、そして、通りかかった物の上に、その色を

与えるのであります。もし、人々の気分を喜びの状態にしたいのであれば、まず、自分が喜びに

打たれて大喜びしなければならないのであります。言いたいことが、詩人の自分自身の心に影響

がないのであれば、他の人々に何の影響があるでしょうか。」

　自分がまず感動し、そしてその感動を人々に伝えるべきである、というア～ザードの主張は、

当時の技巧中心の詩に対する批判であるのは言うまでもない。アーザードによれば、詩を堕落に

至らしめたのは、君主などの政治権力者達であった。アーザードは言う一

　F元々、詩作することは、優れた学者の業績に数えられており、その人達の作贔と現在の作品

との開きは、天と地ほどの差があります。もっとも、雄弁性、伝達性は今の方が多くありますが、

詩想はひどいものとなってしまっています。その原困は、君主や時の統治者の悪習であります。

彼等が高く評価した事柄に於いて人々は進歩を遂げていったのであります。さもなければ、この

詩作に於いて、優れた資質の詩人達は、立派な本を書いたのであります。それらの本の根底にあ

るのは忠告であり、それらによって外面内面の教えが得られるのであります。つまり、例えば、

サアディー、ルーミー、サナーイーそしてナースィル・ホスローの作品は、この種のものなので

あります。j

　このようにアーザードは、詩の堕落の原因を支配者の悪習とそれに追従する詩人達という関係

の中に求め、そして、次のように詩の改革を訴えてこの講演を結んでいる一

　「ともあれ、この協会の設立と皆様方の御参集のおかげによって、他の長所、短所の普及、改

革が考慮される所では、詩の芸術のこの欠陥も考慮され続ける、ということも期待されるのであ

ります。たとえ今日でなくとも、恐らく、何時かはその善い結果が得られるという強い確儒があ

るのであります。この高貴な芸術は、長期間、ひどい状態に陥っており、日に臼に悪化している
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のでありますから。」

　アーザードの、当時の文学に対する不満とその改革への志向は、パソジャーブ協会で開かれた

詩会で読まれ、パソジャーブ協会の雑誌1868年2月号に掲載された「ペルシャ語とウルドゥー語

の散文について」という講演にも見ることが出来る。

　「この会合は、詩会という名を得てはおりますが、実の所、その任務となっておりますのは、

東洋諸語の散文の普及のため、ということなのであります。私はいつも、出席者の皆様方に、我々

のウルドゥー語やペルシャ語の散文は、実際の所、改正、改革の余地があると申し上げてまいり

ました。今日もまた、これに関して、少しお話しようと思うのであります（29）」と切り出された

この講演の中で、まずアーザードが問題としているのは、内容よりも修辞が文芸の中心となって

しまっている事態であった。アーザードによれば、何時頃からか、文芸家達は、文芸の中に修辞

という「塩」を入れ始め、愚かな入々もその真似をして、「結局、塩だけが残ることとなってし

まったのです。雄弁さや叙述性は棚上げとなり、本来の内容は間から脱け出してしまったのです。」

　内容よりも華麗な修辞を優先させる文芸が創作されてきた原因は、人々がそういう文芸を好み、

文芸家達がその好みに合わせて人々の称賛を得ようとしたためであり、「さらに悪いことには、

王や時の権力者がそのようなものに褒美を与えたのです。金銭欲のために、他の人々も堕落し、

誰にも改革の考えは起こらなかったのです。」

　この結果、中味のほとんどない文芸が生み出され、詩に於いては、世俗の恋愛に関して使うよ

うな詩題や詩語が、あろうことか、神に対しても周いられるようになり、神に恋しているのだ、

として好き勝手に詩を書くようになった、とアーザードは述べ、このような神秘主義的な詩句と

いう悪習は宗教にも入り込んでいった、と非難している。これに続けて、アーザードは、そのよ

うな内容の詩句がなければ詩に面白味がないと言う人々に対して、それはそうではあるけれども、

それでは、まともな内容を表現する力が詩人からなくなり、表現に弱さが現われてき、そのため、

知的な事柄、世の役に立つ事柄を書こうとする際、表現に苦労するようになるだろう、と反論し、

恋愛以外の内容で詩を書くべきことを訴えている一

　「或る人がこう言いました。あなたの言わんとする所が分からない。つまり、もし、詩句にそ

のこと（恋愛の詩題のこと一引用春註）がないなら、一体何があるというのか、と。それには

こう答えられました。あなたは、神のおかげで、詩人です。詩句を見て下さい。ガザルのカ　一一フィ

ヤが同じでも、或る人はそれを逢瀬の詩題のために、或る人は別離、或る人は春の歌、或る人は

天の苦しめ、或る人は神の認識のために用いました。ですから、なたがそれをいつも恋愛の側面

だけから用いなければならないということがあるでしょうか。もし、これら全てのこととは別の、

何か側面があっても、少しも罪や病気の原因とはならないでしょう。」

　恋愛以外の詩題で書いても面白い詩が書けなかった、という者に対しては、アーザードは、そ

れは恋愛詩ばかり書いていたので裏現力がなくなり、別の詩題で書けなくなったに過ぎない、と

反論し、恋愛以外の内容でも、詩人に表現力さえあれば興味深いものになる筈であると主張、次
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のようにこの講演を結んでいる一

　「ところで、考えるべきは、ガザルの形式では、一つの詩想が最初から最後まで十分に盛り込

まれることはあり得ないということであります。もし、あり得たとしたら、不自然なものとなる

でしょう。従って、マスナヴィーを採用すべきなのです。それどころか、西欧の詩人達は、作贔

の真の囲的は内容の見事なる表現であるのを見てとると、彼等はガザルやカスィーダの形式をや

め、単に韻律の伝統を残しただけで、ラディーフやカーフィヤすらも捨て去ってしまったのです。

疑いもなく、束縛が多い程、表現の美しさや内容の袋現に函難が生じることでしょう。ともあれ、

所変われば品変わるで、彼等は彼等の思ったようにすれぱ良いのです。諸君には、神様は言葉に

力を与えて下さったのですから、マスナヴィーの形式で素晴らしい内容と有益な物語を書いて下

さい。そして、簡明で雄弁な散文で表現して下さい。数多くの論文が、力強い文章で、科学協会

の新聞に掲載されています。書き下ろされたものも、英語から翻訳されたものもありますが、そ

れらを見ることによって、自分の思想の改革が行なわれるばかりでなく、全国、全ての隅胞の環

状と未来の改革が行なわれるのであります。ですから、このような馬鹿げた行動や無益な行為に

比べて、もしそちらの方に関心が向けられたなら、素晴らしいことなのであります。j

　以上のように、アーザードは、既に1860年代後半の時期に、内容を忘れて形式薦にばかり目を

向ける文学の状況を鐡判して、文学の改革を訴え、詩に関しては、西欧の詩人達の動きを念頭に

置きつつ、恋愛以外の詩題について書くべきこと、ガザルでは一つの思想を一貫して述べること

が難しいので、マスナヴィーの詩型を用いるべきであると説き、散文に関しては、アフマド・カー

ンが指導していた科学協会を中心として普及してきた、簡明にして雄弁ts文体を見敏うべきこと、

そしてそのようにして、国民の思想の改革を行なうべきことを唱え、詩と散文の抜本的な改革を

霞指そうとしていたのであった。

　マスナヴィー詩型によって一貫した思想を衰現しようというアーザードの試みが実行に移され、

ウルドゥー詩の改革が始まるのは、1874年の所謂「パソジャーブ協会の詩会」に於いてであるが、

散文の改革は、既に、急速に展開していた。ジャーナリズムの勃興やアフマド・カーソの科学協

会を中心とした活動等により、ウル粘ンー散文は装飾過剰の文体から、内容重視の簡潔な文体へ

と移行しつつあったが、パソジャーブでは、教育局の活勤もウルドゥー散文の変革に大きな影響

を与えていた。ホルcr　Kドの指示によって、1864年に執筆され始め、1868年に出版された『イン

ドの慣習』　（RusOm－e　Hind）は、簡明なウルドゥー語で北イソドの宗教や慣習等について記し

た書物であり（30）、近代的ウルドゥー散文の一つのモデルとなったと考えられるが、この他にも、

ホルロイドは、1868年3月31碍に、翌年の3月31日にウルドゥー著作のコンクールを行ない、優

秀な作品に報奨金を与えると宣言して、ウルドゥー散文の発展を刺激しようとしている。このコ

ソクールの対象となったのは、

　D　文法一一ma

　2）　ペルシャ語文法
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　3）インド史の中から、重要な出来事や人物の物語

　4）ユークリッドの本の翻訳

であり、簡明な言葉を使うこと、可能な限りペルシャ語の文章やイディオムの使用を避けること

が条件とされていた。このようなホルロイドの新しいウルドゥー散文育成の試みは、アーザード

の文学改革理念と一致するものでもあり、アーザードは、自ら、ペルシャ語文法書と『イソド物

語』　（Qi＄a§－e　Hind）を執筆してコソクールに応募している。　（無論、アーザードの世俗的野

心も動機となっていたことであろう。）

　ウルドゥー文学を改革し、新風を吹き込もうというアーザードの姿勢をよく示すこの頃の作品

として、『女児の間引き』　（Dukhtar　ku鎚1）という戯曲に注目しておく必要がある。この戯曲

は、当隠、民間で広く行なわれていた女児の間引きの慣習を止めさせるために書かれた啓蒙的な

韻文交じりの戯曲である（31）

　この戯曲を書く動機となったのは、パソジャーブ州政府の女児の間引き反対運動であった。こ

の悪習を廃止させるため、パソジャーブ州知事マクレオドは、反対運動の一環としてこの悪習に

反対する論文を公募し、コンクールも行なっている。アーザードは、これに応募、入賞している。

このことから、アーザードが、パソジャーブ州政府の反対運動に関心を持っていたことは明らか

であり、戯臨『女児の間引き』も、当時の州政府の動きに呼応して書かれたものと考えられる。

　戯曲『女児の間引き』の登場人物は次の6名である。

1
2
3
4
5
ハ
◎

ダルム・スィソグ（ラーX・スィソグの父）

ラーエ・スィング

ダルム・スイングの妻

ラーエ・スイングの妻

産婆

ムフティー（イスラーム法官）

　舞台はパソジャーブで、荒筋は以下の通りである一

　商人ダルム・スィソグの息子ラーX・スイングは、ベナレスへ勉学に赴き、ヴェーダ、シャー

ストラを学ぶ。さらにカルカッタで学芸を学び、故郷に戻ってくる。ラーx・スィソグの妻は妊

娠している。或る日、ダルム・スイングとラーエ・スィソグが一緒に居る所へ、産婆が来て、女

の子が生まれました、と報告する。ダルム・スィソグは始末するよう指示する。ラーm・スィソ

グは止めようとするが、父ダルム・スィソグは、慣習であるから、と言って相手にしない。ラー

X・スイングは、慣習に囚われるべきではないと反論するが、ダルム・スィソグは、次のように

息子を諭す。

　「おお、息子よ！　お前に何と書えばよいのか。恥辱が一つだけなら人は我慢もしよう。大変

なのは、婚家に行って姑や小姑の非難、その厳しい支配、主人の意地の悪さ、手元の不如意、郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしため
ち様々な苦労を耐えねばならないが、それは端女よりも辛いことなのだ。何と言えばよかろう。
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お前こそ考えて見よ。娘もまた血を分けた者であるのだ。見るに耐えないことは神様が御存知だ。

その毎鷺の苦しみより、娘にとっても我々にとっても、生まれたらすぐ死んでしまうことの方が

良いのだ。」

　ラーエ・スィソグは、物事をわきまえ、教育のある女性はそのような目にあったりしないでしょ

う、と反駁し、女子の教育の必要を説く。慣習を変えることは出来ないと警う父親に対し、若者

を啓蒙すれば良い、と息子は述べる

　「知識の影響が、彼等の心と精神に十分に及んだなら、その時自ずと目が醐くことでしょう。

いいですか、昔のことではなく、20年、25年前のことなのです。この團で大変な信念によって人々

が女性にサティー（寡婦殉死）をさせていたのは。今日、そのような家では、もし誰かが動物を

焼き殺そうとしたら、その人々の心は悲しむのです。ましてや母や姉を焼き殺すことなど。これ

はほんの数年の教育と訓育のおかげなのです。」

　その後、父と息子の論争は、幼児婚、結婚式の出費、持参金等の問題に移り、ムスリムの話も

聞いてみようと二人はムフティーの所に行き、夫とするにはどのような人物が良いか、と質問す

る。財産ではなく人となりを見るべきであるとムフティーは答える。父ダルム・スィソグは、結

婚の問題はバラモンが掌握しているからどうしようもない、と言うとラーエ・スィソグは、バラ

モソはこの問題に介入すぺきではないし、人々もまたバラモソを介入させるべきではないと答え

る。ここに至ってようやく父も恵子の意見に同意し、他の人々にも息子の考えを聞かせるべく、

翌朝、人々を家に集め、息子に説教させることにする。

　翌朝、ヒソドゥーやムスリムの人達が集まって来、ラーX・スィソグが、ヒソドゥー教の聖典

を引用して女児を間引すべきではないと説き、ついでムフティーが、『コーラソ』を引罵して同

じようにこの悪習の廃止を説く。

　以上が、戯曲『女児の聞引き』の荒筋である。ウルドゥー文学に於いて未だ近代的演劇という

ものが確立されていなかった時期に、女児の間引きという慣習を止めさせるためにアーザードが

戯曲を執筆していたことは、アーザードが州政府の動きに敏感であったことを示しているばかり

でなく、文学の幅を広げよ、という自らの主張を実践しようとしていたことをも示しており、こ

の『女児の間引き』は、アーザードの文学観を知る上で、きわめて重要な作晶であると言わなけ

ればならない（32）。

2）1874年のアーザードの講演

　次に、1874年4月19日、アーザードが行なった講演について検討してみることにしよう。

　アーザードは、講演を、「高貴なる出席者の皆様方！今日、私がここに参りましたのは、私

の身の程を超えた事柄についてお話するためであります。何故なら、それは、実の所、世界の人々

がイソヂの鼠と呼んでいるこの国の、広汎な言語についてであるからであります。それの有様は、
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愛国心がどうしても沈黙させてはおかないようなことになっているのであります。一一・e＆その事柄

とは何なのでしょうか。それは、我々のあらゆる内容の表現、一般の著作、気晴らしの手段であ

るところのウルドゥー語の詩と文のことであります」という言葉で始め、まず、ウルドゥー語の

歴史を簡単に振り返って、ウルドゥー語はイソドのブラジ・バーシャーが起源であり、ペルシャ

語の影響が加わったものであること、初めは会話用語であったが、次第に文学用語となっていっ

たことについて述べている。そして注目すべきことに、ペルシャ語の影響の悪い面を、次のよう

に、アーザードは指摘する一一

　「ウルドゥー語の使用者は、ペルシャ語を使っていた人々の子孫でありました。それで、彼等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フォトグラフ
は、全てのペルシャ語の韻律やペルシャ語の興味深く、華麗な発想や様々な美文の写真をペルシャ

語からウルドゥー語に移したのであります。驚くべきことに、それは非常に美しい表現、美しい

形態を生み出しましたので、ヒソディー・バーシャーの発想一それは特にこの国の風土に基づ

くものであったのですが　　それをも消し去ってしまったのです。即ち、身分を問わず、全ての

人は、パピーハーやコーヤル（何れもカヅコウの仲間一引用者註）の鳴き声、そしてチャンパー

やジャスミソの花の芳香を忘れてしまったのです。そして見た事もないハザール鳥やブルブル鳥、

黄水仙やヒヤシソスを称賛するようになったのです。ルスタムやイスファソディヤールの勇者振

り、アルヴァソドやベーサトゥーソの山の高さ、オクサス河やシルダリヤの流れが嵐を起こし、

アルジュナの勇者振り、ヒマラヤの緑なす山並、雪に満ちた頂き、ガソジス河やジャムナー河の

流れを全く押し止めてしまったのです。」

　ウルドゥー文学の近代は、ペルシャ語、ペルシャ文学の影響からの離脱という側面を持ち、以

上のようなアーザードの言葉は、ウルドゥー文学の近代への移行を促そうとするものであったと

言えよう。

　以上の言葉に続けてアーザードは、「疑いもなく、或る点でペルシャ語に感謝しなければなり

ません。というのは、それのおかげで我々の作品に高い飛翔や激しい力が生まれたのですから。

その隠喩、直喩のおかげで数多くの繊細で妙味のある思想を表現する力が生まれたのですから」

とペルシャ語のもたらした良い面についても指摘するのであるが、しかし、アーザードによれば、

隠喩や直喩は発想の飛翔や繊細さをもたらしはしたが、「しかし、真の内容を探してみなさい。

それは、言葉の繊細さと暗がり、隠喩の闇の中の一匹の蛍であり、きらめいたかと思うと消えて

しまうのです。」

　このように、比喩の技巧のために、真に伝えるべき内容がおろそかにされているとアーザード

は批判し、次のように、内容を重視すべきことを説く。

　「昔の雄弁の花園の庭番の皆様！雄弁とは、誇張や発想の飛翔の翼で飛び、カーフィヤの羽

でパタパタ飛んでゆくこと、美辞麗句の羅列や言葉の力強さの力で天まで昇ってゆくこと、そし

て隠喩の鷹に沈んで消えてしまうことを言うのではないのです。雄弁さとは、次のことを意味す

るのです。即ち、喜びや悲しみ、或る物に対する好みやそれに対する嫌悪、或る物に対する恐れ
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や恐怖、或る物に対する怒りや憤り　要するに、我々の心にある思いを表現することによって、

実物を見ることによって得られるような、まさにそのような感銘、感情、熱情が、聞いている人々

の心を覆うということなのであります。勿論、誇張の力、直喩、隠喩の塩は、言葉に妙味と一種

の感動を生み出しはしますが、しかし、塩は、塩である程度に必要なのであり、料理全てが塩で

あってはならないのです。」

　ウルドゥー文学が、技巧を重視し、内容を軽視しているというアーザードの批判は、1860年代

に行なわれたアーザードの講演の中でもなされており、9新しいものではない。この1874年の講

演の注昌すべき点は、英語の重要性をはっきり示した点である。

　アーザードは、ペルシャ語から隠喩、直喩そしてイザーファの簡略性を採り、バーシャーから、

簡明さ、写実性を学ぶべきであると述べた後、今や時代が変わったのだから、従来の方法に満足

することなく、ヨーロッパの諸言語に目を向けるべきであると説き、特に、次のように英語の璽

要性を指摘する

　r皆さんの祖先、そして皆さんは、常に薪しい内容、新しい形式の翻始者でありましたが、今

ffの状況に合った、新しい形の衣股や装身具は、英語の箱の中に収められているのであります。」

　アーザードによれば、過去に於いてウルドゥー詩の詩文を発展させたのは、バーシャーとペル

シャ語の両方を知っていた人のおかげであり、当時のバーシャーとペルシャ語の関係と現在のウ

ルドゥー語と英藷の関係は同じであるから、英語を知る人は、ウルドゥー文学の発展に努力しな

ければならないのであり、過去に於いてバーシャー（そしてウルドゥー語）がペルシャ語から大

きな影響を受けて成長したように、今は英語を活力源として前進を図るべきなのである一

　「バーシャーに対してペルシャ語が影響を与え、そしてそれからウルドゥー語の詩と散文が一

つの独特の妙味を獲得しましたが、それはバーシャーとペルシャ語の双方を知っていた人々のお

かげだったのです。考えてもらいたいのですが、昔、バーシャーとペルシャ語の状況であったこ

とは、今日、まさしくウルドゥー語と英語の状況であるのであります。ところで、その詩の中に、

もし英語の詩想の反映が見られるとするならば、それは、二つの言葉を知っており、英謡の如何

なる妙味や詩想がウルドゥー語にとって奨しい装身具となり得るかを知っている人々のおかげで

ありましょう。」

　次にアーザードは、従来の詩の主題が恋愛ばかりであったことを批判する。アーザードによれ

ば、これまでの詩は、逢瀬の喜び、悲しみ、別れの涙、酒、酌人、春、秋、天への恨み、成功の

祝辞といったことばかりで、その内容たるや空想的で、時には複雑で理解困難な隠喩で表現され

ているのである。

　このように批判した後、アーザードは、次のように、英詩を手本として詩題の拡大を鴎るべき

であると主張する。

　F私は、英語の中では、あらゆる種類の事柄が散文よりもはるかに美しく詩作されていること、

そして素晴らしいことに、作品に命が吹き込まれ、内容の命に恩恵が与えられているのを見る時、
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どれ程嘆くことでしょうか。しかし、我々は一体？聞いて恐れ入るべきです。己を見て恥じ入

るべきです。ああ、我々が書いている脈絡のない散文程の力が詩の上にも生じたならば。そのこ

との高い水準の見本は英語の中に存在しているのであります。」

　そしてアーザードは、次のように聴衆を勇気づける一

　「にもかかわらず、我々は見るのです。我々の祖先がラディーフやカーフィヤと共に、素晴ら

しい韻律や繊細な発想の資本を我々のために残していってくれたので、もし、我々が勇気を出し

たならば、誰にも引けをとることはないであろうということを。」

　この言葉は、アーザードが、過去の詩的伝統を全て否定していたのではないことを示しており、

従って、従来のウルドゥー詩の伝統を無視することなく、英詩のように様々な内容で詩作するこ

と一これが、アーザードの主張であったと言えるであろう。

　この後アーザードは、聴衆に向かって、ウルドゥー詩の捌新という困難な作業に立ち向うよう、

激しい口調で訴えかける一一

　「おお、我が祖国の人々よ！数日の内にこの現在流行中の詩を詠む人が一人もいなくなるだ

ろうということがこの目に見えるとき、岡情の目は涙を流すのです。その理由は、価値のなさの

故に、もう詠む人々が生まれないであろうからです。いくつかの古い偶像が残っていますが、そ

れらは朝の灯火。結末はこうです一我々の言葉は、或る日、詩を全く持たないようになり、ウ

ルドゥー語の詩の灯りはすっかり消えてしまうのです。

　「我が祖国の人々よ！さあ、後生ですから自分の国の言葉を憐れんで下さい。さあ立って！

祖国と祖羅の入々の古来の名誉を破滅から救って下さい。わずかな限られた範囲に、それどころ

か、いくつかの鎖に縛られつつある皆さんの詩を、それを輿由にする努力をして下さい。さもな

いと、皆さんの子孫は、その言葉が詩の名を欠くような、そのような時代に直薗することであり

ましょう。祖先の名誉、先祖の財産を欠くようになるのは、非常に悲しむべきことなのであります。」

　このように訴えかけた後、アーザードは、ヒソドゥー、ムスリムそれぞれに向ってこう呼びか

ける一郎ち、ヒソドゥーは、物事の真実を表現するのに無類の言葉であるバーシャーを持ち、

その古典語たるサソスクリットたるやずば抜けた詩作力を持つ言語であるある。一方、ムスリム

の先祖はアラブで、アラビア語というのは、男は言うに及ぼず、女ですら、話に熱が入ると、そ

の言葉が力強い詩となってしまうような言葉である一

　「これは一体悲しむべきことではないでしょうか、このような先祖の子孫がその先祖の遺産を

持たないでいるということは？これは一体嘆くべきことではないでしょうか、今E、我々の言

語が感動の雷葉を持たないでいるということは？これは一体哀しむべき事ではないでしょうか、

他の人々の前で我々の言語が、蓑現の弱さと共に、千もの欠点のために非難されるのは？」

　このように訴えた後、アーザードは、自作のマスナヴd－『偉大なる夜』の朗読に移っている。

アーザードは、講演によってウルドゥー詩刷新の必要と指針とを理論的に説こうとし、マスナヴィー

『偉大なる夜』によって新しいウルドゥー詩の実例を示そうとしたのであった。
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　この講演会の事実上の組織者であったと考えられる、パソジャ～ブ州教育局長ホルロイドは、

アーザードの講演とマスナヴィーのコピーを、他の州の教育局に送り、薮しい詩の基礎が築かれ

るよう、或いは、少なくとも、教師達が新しい詩に対して考えを述べる機会が得られるよう、そ

れらを印捌して学校に配布するよう要講したということである。

　アーザードの講演とマスナヴィーに対して、パンジャーブ以外で当時どのような反響があった

か、という重要問題について、ムハソマド・サーディクは、ラックナウー以外では、このパソジャー

ブのウルドゥー詩尉新運動はあまり検討されなかったようだとし、1874年7月1E付のアワド教

育局の新聞に掲載された、この運動に関する二つの論文を紹介している。その内の一つは、ムン

シー・サイイド・グラーム・フサイソ（M纏聡垣Sayyid（迄u玉am絃usaiのという人物によって

書かれた論文で、アーザードは、ウルドゥー詩を、美辞麗句や隠喩、直喩から解き放って莫語の

詩のようにしようとしている、恋愛の詩題を慎ませ、神の称賛や道徳的な内容で詩作させようと

しているとし、英語教育が普及し、我々の思考、慣行などが変わらない限り、英詩のような詩を

書くのは不可能であり、また、ウルドゥー詩は、恋愛だけを詩題としてきたわけではないし、恋

愛は詩の生命であり、恋愛について詩作するのは何ら問題がない、とアーザードを批判している。

　もう一つの論文は、ラックナウーの師範学校教師ムソシー・ゴービソド・プール（Mun無1

G6bind　L議Dという人物の書いたもので、ウルドゥー詩には、恋愛詩以外のものもあるが、し

かし、それらは学生のためのものであり、詩を学ぶには、現行の、美と恋、逡瀬と携離とを主題

とする詩による他はなく、それらは明らかに人を堕落させるものである、また、アーザードは、

イギリス人統治者に遠慮したのかもしれないが、我が方にも、実際の出来事、知的な事柄、道徳

的な事柄が簡潔明瞭、味わい深く、色彩豊かに、繊細かつ堅実に詩作されたし、また、詩作され

得るような規剣がある、とアーザードに反論する内容の、いささか趣旨の明確でない論文である。

　次いでサーディクは、　『パソジャービー・アクバール』　（Panjゑbi　A血bar）に掲載された、

アーザードを支持する論文をいくつか引用しており、反響の大きさを知ることは出来ないが、当

時、アーザーKの指導したウルドゥー詩嗣新運動に対して賛否両論のあったことが分る（33＞。否

定論に対してアーザードは、自ら反論の筆を執るということはなかったようであるが、ilアーザー

ド論文集』第2巻に、一篇だけ、アーザードの反論が収録されている。これは、先述のグラーム・

フサイソの批判に対する反論で、「新聞に寄す」　（AkLhbar　se幽三垣b）という題で『アーザー

ド論文集』には収められているが、これはアーザードの原稿から採られたもので、実際に公衰さ

れたかどうかは不明である（34）。

　グラーム・フサイソのアーザード批判は、二つの点からなっていた。その第一は、アーザード

はウルドゥー詩を隠喩、直喩から解き放ち、英詩のようにしようとしているというものであった。

これに対してアーザードは、噺聞に寄す』の中で、隠喩、直喩を全く否定したのではなく、限

度が必要であると講演で述べたのであり、また、ペルシャ語からも必要に応じて隠喩、直喩等を

採り入れるよう述べている、と反論している。
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　その第二は、アーザードは、恋愛以外の主題で詩を書くべきであると言うが、ウルドゥー詩で

は恋愛以外の詩題でも詩が作られているし、恋愛は詩の命である、という趣旨の批判であった。

グラーム・フサイソは、アーザードを批判した後、マルスィヤ詩人として有名なアニースやダビー

ルの作品を学狡教育で罵いればよいし、ソウダー等のガザルの選集を編めばよい、と提案してい

るが、このような、グラーム・フサイソの批判と提案に対して、アーザードは、まず、アニース

やダビ～ルの作贔は優れてはいるが、それは一つの宗派に関係したものであり、また、ガザルの

選集を編むことによっては所定の目的は達せられない、と反論、次いでこう述べている。

　「恋愛の詩題に関して、あの方がおっしゃられた事は、勿論、私の見解でもあります。即ち、

恋愛なくして作品は塩気のないものとなるのです。しかし、私の講演の何処にも、恋愛詩を全く

やめるべきである、とは言ってありません。それに、英詩自体、恋愛がない訳ではないのです。」

　「もっとも、勿論、我々の詩の内容は、恋、酒、酌人、春と秋、天への不満、貴族への追従等々

が主題であり、この限られた所からも、もし、少しでも出ようとすると、つまらなくなってしま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　に
う、とは申しました。しかし、私やあなたの郷土の入が、雷語の中に、あらゆる出来事、知的な

事柄、道徳的内容を、詩人達が慮分のガザルやカスィーダの中で、或は、ミール氏がそのサラー

ムやマルスィヤの中で詩を称賛しているように、そのような素晴らしさで表現出来るような力を

生みti1せるような何か手だてを考えなければなりません。小生は英詩の喩えをこのような観点か

ら出したのです。そうでなければ、誰もが知っているように、英語であれ、アラビア語であれ、

ペルシャ語であれ、或る言語の思想をその独特の形式で表現している単語や衣服は、他の言語の

中に入ると全く味気なくなってしまうものなのですQ」

　この時期のアーザードの文学観を示すものとして、『空想の魔術』に駅められている「ウルドゥー

語と英語の詩文についての若千の考察」　（Urdit　Angr§zl　Ins1｝！llpardazl　par　Kuchch融ay－

alat）というエッセイがある。『空想の魔術』の初版は1880年に出版されたが、このエッセイは、

ファッルキーによると、カスール（Qa諏r）という町の啓蒙団体の雑誌の1875年5月号に掲載さ

れ、若干の語句の修正の後、『空想の魔術』に収められたものである。

　このエッセイの中でアーザードは、或る言語が教育有る人々の間で尊重されるのには二つの理

由がある、として次のような理由を挙げている。

　1．その語彙が知的内容を表現するのに充分であること。

　2．その詩文が如何なる形式ででも内容を表現する力を持っていること。

　ウルドゥー語はこの二つの要件を満たしているが、不充分である、とアーザードは述べ、第一

の点については、ウルドゥー語がまだ若い言語であり、知識のない時代に生まれ育ったためであ

る、として学芸を獲得し、國に普及させることによってウルドゥー語を知的な書語にしてゆくべ

きであると説いている。第二の点に関しては、新奇な比喩の追及と恋愛詩のみの詩作のためにウ

ルドゥー詩は憐れむべき状態となっていると述べ、英語を学ぶべきであると主張、次のように付

け加えている一
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　「これは、我々がペルシャ語、アラビア語の単語をウルドゥー語で話しているように英語の単

語を話そうとか、その慣用句や術語の訳をウルドゥー語で用いようとかいうことではない。」

　アーザードによれば、人間の考え方というものは国が違っても似通った所があるから、他の國

にも影響を与えるのである。「郎ち、注意深く見れば分るように、二つの民族の接触によって、

常に一つの言語は他の言語から影響を受け続けたのである。見よ、バーシャーをペルシャ語、ア

ラビア語が来て覆った時、そのどのような影響が生じたか、そして今、英語が如何なる内的影響

を及ぼしているのかを。」

　そしてアーザードは次のように書いている。

　「要するに、もし我々の方法が古く、使いふるされたものとなってしまったのであれば、我々

は英語の庭から新しい苗木を採って自分の花園を館るべきなのである。」

　以上のように、アーザー一ドは、このXッセイに於いても、英語を積極的に学ぶべきであると主

張している。アーザーヂにすれば、或る言語が他の有力な雷語の影響を受けるのは当然であり、

他の優れた雷語を学ぶのは決して罪ではないのである。　（尚、先の「新聞に寄す」でも、このエッ

セイの中でも、アーザードが、英語の単語、術語、慣矯句の導入といった衰面的なことではなく、

より深い次元での英語摂取を唱えている点に注意しておく必要があろう。）

　英語こそウルドゥー文学麟新の鍵であると考えるアーザードは、1874年の講演と同じように、

英語とウルドゥー語の二つの言語に通暁することの必要性を強調し、英語とウル泣ンー語の爾方

を知る者に期待をかける一

　「もっとも、この二つの言語に十分に通じている必要がある。その運用は、かつて我々のウル

ドゥー語、ペルシャ語の散文家が行なったように、美しいものでなければならない。そしてもう

一度言うが、この冒的が達成されるのは、常に、この二つの言語に十分通じている、英語を知っ

ている人々によってであろう。何故なら、彼等の二つの目が開いているからである。ウルドゥー

語は自分の言葉であり、そして、英語という鍵を神が与え給うたのである。我々や我々の仲間は、

旧態依然で、行なうべきことは行なってしまった。この領域に於いて、最早、我々にできること

はないのである（35）。」

　以上のように、このエッセイに於いても、アーザードは、ウルドゥー文学の基礎が、ウルドゥー

語プラスペルシャ語からウルドゥー語プラス英語へと転換したことをはっきりと宣言しているの

であるが、先の「新聞に寄す」が示しているように、アーザードは、ペルシャ語からの隠喩、直

喩、イザーファの借用という文学的伝統を否定したのではない。ペルシャ語は既にウルドゥー語

に活力を与えることができな≦なっており、ウルF’ウー文学の活性化、ウルドゥー文学の捌新の

ためには、英語を学ぶべきである、というのがア…ザードの見解なのであった。

　以上、アーザードの文芸思想を検討してきたが、ここで再度、それを整理しておくならば、こ

の晴期のアーザードの文芸思想の要点はおよそ次のようになろう。

　1）　ウルドゥー詩は堕落し、恋愛詩が中心となっており、技巧中心で内容空疎である。
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　2）　ウルドゥー詩堕落の原因となったのは、人々の好み、特に王侯貴族の好みに詩人達が迎合

したからである（36）。

　3）　ウルドゥー詩を堕落から救うためには、恋愛ばかりを詩題とすることなく、他の事柄も詩

題とすべきである。社会的な事柄も詩題とし、国民の啓蒙に努めるべきである。

　アーザードは、ウルドゥー詩綱薪のためには、既に姪楷と化したペルシャ文学の影響から離脱

し、英文学を学習すべきであると主張して、ウルドゥー文学の参考にすべきモデルを英文学に求

めた。これは、中世的文学世界から近代的文学世界への移行の必要を宣言するものであったが、

しかし、他方でアーザードは、イソド的な比喩の使用、バーシャー的簡潔性の必要といったこと

にも注意を促し、イソド性を重視する態度をも示していた。この後者の点もアーザードの重要な

論点の一つであり、看過されるべきではない（37）。

［謎］

（1）　イソドで最初のウルドゥー新聞は、1822年、カルカッタで発行された窟ジャーメ・ジャハーソ・ヌマー』

　　　（Jram－e　Jahan　Numa）。

（2）　デリー・カレッジは1825年に設立され、アラビア語、ペルシャ語、ウルドゥー語が教えられた。1828年

　　には英語科も設立された。単なる語学校ではなく、数学、地理、自然科学等も教育された。

（3）　入学年は不明。サーディクは玉847年頃、ファッルキーは1845年とする。

（4）　Aslam　Farru㎞了，　Metha2nnvad　Elusai．n　Azitd’蜘ッ醒微γ7物鋤zガ，　VQI，1　，　Karachi，1965，　p．84．

　　　尚、当時デリー。カレッジには、アラビア語学科に、後に小説家として有名となるナズィール・アフマ

　　ド、ペルシャ語学科に後に文学者、教育家として活躍するザカーウッラーがいたQ

（5）　　Mubammad＄ゑdiq，ハ4召加z〃zアηα4　Eli｛saiii　Az∂d　J　AIImbl－－o－Alh＿kr，　Lahore，1976，　P．20．

（6）　『デリー・ウルドゥー・アクバール』は、「イソド大反乱」の際、ムガル皇帝バハードゥル・シャーII

　　世の雅号・ザファルを採って翻アクバール・アル・ザファル』　（A｝shb蚕r　aレZafar）と改称し、1857年9月

　　13霞まで発行されたQ

（7）　この偵察旅行の偵察内容については、サーディクの上掲書巻末付録を参照。

（8）　ファッルキーによると、中央アジアへ行く前にアーザードは激育局を辞めていた。

　　　Farrul血i，01）．　cit．，P．191．

（9）　この頃アーザードが編纂した教科羅は、イソド史、ウルドゥー語読本、ペルシャ語読本であるQウルドゥー

　　語読本は、パソジャーブ州教育局長ホルロイドの名で出版され、アーザードの名は記載されなかった。

（10）　第一部と第二部はピヤーレー・ラール・アーショーブによって執筆された。

（11）　　Tahsin　Sarwari，“Ta纐nif－e　7短蚕ld　ke　Tin　M砥bO‘ah　Nus短ユざ’（雑誌5α飯裁’z，　LahQre，1972年4月

　　号駈収）参照。

　　　尚、サルワリーによると、1917年にも『忠豊の耳飾り』が出版されているが、この時は4，000部も出版

　　されている。

（12）　『アーザード論文集』第2巻に収められている。

（13）　ファッルキーによると、諄いの原函は、『イスラーム年代記』が不評であったことや、アーザードが

　　　『イスラーム年代記』第2部の執筆を急がなかったことにあるようである。

　　　　Farru｝血i，　oP．　cit．，p．223以下参照o

（14）　アーザードはシーア派に属したo
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（15）　モーミソの伝寵資料を提供したのはハーリーだとされている。

　　　尚、ファッルキーは、初版と第二版との相違点を17箇駈にわたって指摘している。

　　　Farrukhi，　op．　cit．，vol．2，　pp．14－20．

（16）　Muhammad＄蚕diq，　AtFe　Haンat　ki　Uindiyat　nieti　at｛r．Dtl．sr∂　Mag伽mln，　Lahore，1973所双の「『空想の

　　魔術』とその源泉」という論文に詳しい。

（17）　　Farrukhi，　op．　cit．，vo1．2，　pp．341－342．

（18）　グラーム・フサイソ・ズルフィカールによると、『空想の魔術』の初版と第二版では少し異同がある。

　　また、『空想の魔術』第二部の原稿は未完成であったので、アーガー・ターヒルが手を加えている。

　　　Ωhulam　Husain　l）hu　al－FiqEr，“‘Nairang－e　lShayal’ke　MakbS’ah　NuskhE”（CaSt．　Sahτfah，

　　　Lahore，1971年　4月号矩斤収）　参照o

　　　尚、罫空想の魔術』は、パソジャーブ州事務次宮Lepel　H．　Gri鐙nに捧げられていた。

（19）　尚、後者のタイトルには、「藁と恋の束縛から霞由である」と倶し露きが付けられている。

（20）　アーザードという雅号は、ゾウクによってつけられたものだという。

（21）　「イソド大反乱」の際、アーザードは取るものも取りあえずデリーを脱出しなければならなかったが、

　　それでもゾウクの詩を書き留めたノートは持って逃げたという。

（22）　アーザードがパソジa・・一ブ教育局に入局した時期について『アーザード論文集』の編者は1862年とし、

　　ファッルキーは1864年としている。

（23）　　FarrukhL　op．　cit．svo1．1，P．148

（24）　ファッルキーによると、パソジャーブ州政府の高宮が初めてパソジャープ協会の会合に出席した霞時は

　　次のようになっている。

　　3月17日　教育局長フラー

　　4月玉7日　事務次宮ソーソトソ

　　4薄29ヨ　州知事マクレオド

アーザードが、「イソド産業の発展」という講演を行なった4月7日に、実際にパソジャーブ据事務次

　　官が出席していたのかどうか、B時に誤りがないかどうかは、今後の調査が必要である。

（25）　ファッルキーによれば、アーザードは7月にマリーVこ行き、9月にはカーブルに到着、そのまま中央ア

　　ジア偵察旅行に出ているので、10月にラホールで講演を行なっているのはおかしな話である謬アーザード

　　論文集』そのものの申の別の縫所でも、1865年10月3臼の会合にはアーザードはいなかったと記されている。

（26）　ilアーザード論文集』第1巻やファッルキーは、7月としているが、内容より判断して、4擦と変更する。

（27）　『アーザード論文集』第1巻の羅次では玉867年8月となっているが、作晶解題では1868年8月としてあ

　　る。ファッルキーは1867年8月としている。

（28）　アーガー・ムハソマド・アシュラフによると、ホルロイドの前任者であったフラー（Fuller）は、アー

　　ザードに西欧の詩の良いところを取り入れるよう勧めていたし、英語の読めないアー．f　一ドのために、フ

　　ラーとピヤーレー・ラール・アーショープは、優れた詩をウルドゥー語に訳していたという。

　　　双g猿Mu｝ヌammad　A§hraf，14ひε仙y∂’加加1晦，　Lahore，1947，　p．80以下参照。

　　　フラーは王867年8月に不慮の死を遂げるので、アーガー・ムハソマド・アシュラフの伝記が正しいとす

　　ると、アーザーFは、1867年8月以前に、フラーやピヤーレー・ラール・アーショーブの助力を得て、そ

　　の文芸思想を形成しつつあったことになる。

（29）　この引用文中で言及されている詩会が具体的に如何なるものであったかは不明であるが、1874年の詩会

　　以前にも、目的意識をもった詩会が開かれていたことが、この引用文から分るQ

（30）　『イソFの慣習』の事実上の執筆者は、ピヤーレー・プール・アーショーブである。

（31）　　『アーザード論文集』第2巻によると、この劇は1869年頃執筆されたもので、公表されなかった。

　　　］Ygh盃Salm5n　B護qir，　Mi｛f．iant？ivad　Uttsain　Azδd！磁｝例，　fihatWa．si）tat，　Fann，　Lahore，1981によれば、

　　この劇は上演され、1867年4月、報奨金200ルピーを受けたというQ

（32）　アーザードは、ガヴァメソト・カレッジ校長の指示でマクペスの翻訳をしたり、自ら「アクバル」という戯
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　　曲を執筆したりしている。何れも乗完であるが、アーザードの文学的関心の広さを窺わせるものである。

（33）　アーザードの譲簡によると、ラックナウーでも、新しい形式の詩会が催されるようになる。

　　　「ラックナウーに於いても一つの詩会が始まり、そこでも可能な限り、内容の包括性に努力することに大

　　部分の力が注がれているのです。」　（1874年9月27臼付書簡）

　　　パソジャーブでは、アーザードの運動は厳しい銚判に直面した。（この点については次章で検討する。）

　　ファッルキーの前掲露第1巻279ページ以下によると、アーザードはパソジャーブの批覇勢力についてア

　　フマド・カーソに手紙で知らせている。1874年10月19日に、アフマド・カーソは、次のような、アーザー

　　ドの運動を支持する返事を書き送っている。「私の非常に昔からの願いは、この詩会によって鍵現されま

　　した。私が、我が詩人達がネーチャーの状態の表瑳に闘心を向けることを長い間望んでいたのです。」

　　　また、アフマド・カーソは、1875年2帰7日の『倫理の浄化』に、「散文の知識とウルドゥー詩」とい

　　う、アーザードの運動を支持するエッセイを執筆、掲載している。

（34）　この「新聞に寄す」と同じものが、　『アーザード露簡集』にも収録されている。　（倶し、『アーザード

　　論文集』のテキストにない文章も『アーザード書簡集』には収鍛されている。）

　　　この「新聞に嵜す」は、1874年6月30日の詩会への招待状の襲に執筆されており、rアーザード霧簡集』

　　の編者は、謬アワド・アクバール』のために執筆されたのであろうと推測している。

　　　Sayyid　Murta須恥sain　Fa痴LakhnavT（ed．），Mrakdt7b－e　A2ad，　Lahore，1966を参照。

（35）　バーり一は、　『空想の魔術』の書評の中で、このようなアーザードの考えを批判し、国昆が、西洋の学

　　問、西洋の文学を窪分の国の言葉で理解しない限りは、その思考に成長は見られtmいであろうと述べ、英

　　語に囚われなかった者の方が国民のためになる仕事をしていると反論している。

（36）　照みに、『生命の水』に於いて、アーザードは、英語が力強く、雄弁な言語になった理由を西欧の民主

　　的な体制に求めている。

（37）　1860年代後半から1870年代前半にかけて形成されたアーザードの文芸思想は、その後、基本的に変化し

　　なかったと思われる。

ag　1輩への補註

第1章の中に、説明不足の所や訂正すべき点がいくつかあったので、ここに記しておく。

（1）　1874年、ウルドゥー詩嗣新運動が展躍された時のパソジャーブ州知事の名前は、Rob8rt　Henry　Davies

　　である。　（在任期間　1871年一1877年）。尚、マクレオドが州知事を務めたのは1870年まで。

（2）　第1章の引用文中の括弧内の語句は、引稽者の註。

（3）1867年8月に鍵出されたブリティッシュ・イソディアソ・アソシエーショソの請願書の引用は、

　　Ghu葱m　Husain，　T辺n”kb－e　Univm’sity（hierztal　College，加1z（n’e，　Lahore，1962より行なったが、その後入

　　手した英語原文とグラーム・フサイソのウルドゥー訳に異同のあることが判明したので、当該箇駈の英語

　　原文を次に掲げておくo

L

2．

We　respectfully　submit　that　by　the　terms‘education　through　the　vernacular’we　do　not　mean　the

revival　of　ASiatic　learning　and　science　as　sublects　of　instruction．　On　the　contrary，　we　seek　only

the　d呈ffusion　of　the　sciences　and　arts　now　prevalent　in　Europe，　since　we　aim　at　nothing　else　than

the　universal　spread　Qf　European　enlightenment　throughout　all　India．

The　Punjab　Government，　adrnitting　the　necessity　of　an　Oriental　University，　has　essayed　to

commence　its　foundation．　The　aims　and　objects　of　this　are　excellent，　but　those　of　the　University

which　we　sol｛cit　for　these　Provinces　are　superior．　The　first　has　for　its　scope　the　revival　and　culture

of　Oriental　languages；　the　latter　seeks　to　be　the　means　of　diffusing　throughout　the　country

European　leaming　and　civilization；－the　attainment　of　such　an　object　would　change　the　whole

condition　of　Hindoostan．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990．5．8　受理）
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